
泉 北 敗 学 教育 学 金 年 輯

1995　3.31　 第２６号

高木関数の構成法の一般化とその諸問題

武内 徹 酒田市立第六中学校 守屋誠司 山形大学

-25-

１　 研 究 の 目 的

これまでの関数教育は、連統関数が中心にとり上げられている。特に、微積分に発展させていく現在のカリキュラム

上か５、微分可能な関数を中心にした敬育が行われている。しかし、フラクタルの･研ヽ究が進められている今日では、高

木関数のように連統関数であるけれども、いたるところ微分できない関数が再認障されてきている。

一方、高性能の＝1ンピュータが、IEi常の生活に大きな役割を占めている今日の情報化社会において、コンピュータ・グ

ラフィフクスは、実写に迫った仮想現実（バーチャルリアリティ）の世界を表現していろ。さらに、マルチメディアの普

及により、コンビ・=、一夕の教育利用の変革がSIまれている。

そこで、今回は、いたるところ微分不可能であるという性質と高木関数の構成方法の詞連について、コンピュータ・グ

ラフィックスの利用と共に考えてみた。

八

無限に堰み上げていくと

へΛ ずへへへ.へ へΛ ，
－

図1:商木関教

無限に堰 み上げていくと

｜
上 。
図2

Akita University



－26 －

∧∧

図3

一

ｌ

ｌ

図4

・

甲

■

図5

図１の高木関数を憐成している三角形の縮X』ヽ渠は１ である。図２ではＸ軸方向の縮小を１ のまま
１

一
４

￥ ン岫方向の縮小を

に変えてみた｡。すると、なめらかな曲線ができるようである。

次に、図１の商木関数を構成している三角形を、半円、放物線、正弦曲線と変えてみた（図３、図4 、図5）。これらの

グラフィックから、いずれも述統で、いたるところギザギザに折れ曲が･つた関数ができあがっているように判断できる。

つまり、図１の高木関数と同服の性質（いたるところ微分不可能な連続関数）が見られるようである。

それでは、これらの関数が立式できるものであるの九 また、上で判断したような性質を持っていることが証明でき

るのか、検討してみる。

２　高木関数について

ただし、７(Ｘ)＝
１

２：４ １

y Ｏ ゛せ･６．

(y･･＝0,1,2, …) で表されるので，

高木酪数は、ｒ゙(ｚ)＝Σ:71( ｚ)で定めろことができる． 川

このとき、ｒ(ｘ)は、㈲艮をもち、連統変吸であり、いたるところ微分不可能な関数であることが証明されている．【2J

また、内部自己相似集合であることもＥ瞬されている､.　!31
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放物線高木関数は、 戸(ｚ)＝Σ ｇ、(ｘ)で定めることができる。
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このとき。放物線商木関数も、￥･円商木関数と同様の結果になる。
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・ 連続については、商木関数の蜃合と同様に証明できる。
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